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主論文     

Role of subchondral bone in osteoarthritis development -A comparative study of 

two strains of guinea pigs with and without spontaneously occurring  

osteoarthritis- 

（変形性関節症発症における軟骨下骨の役割 －変形性関節症を自然発症する種としない
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、膝関節にヒトOAに類似した進行性の軟骨病変を自然発症するHartley系モルモッ

トとその対照としてWeiser-Maple系モルモットを用いて、軟骨変性と軟骨下骨の関連性を

調べ、変形性関節症の発症における軟骨下骨の役割を検討したものである。その結果、Har

tley系モルモットはWeiser-Maple系モルモットに比べて、軟骨変性の発症前には軟骨下骨

は骨萎縮の状態にあり、機械的に脆弱で、軟骨変性が進行するにつれて、海綿骨骨梁構造

が変化し、機械的強度が増加することが判明した。これらの結果は、脆弱な軟骨下骨の変

形によって関節軟骨が損傷され、OAが発症する可能性を示唆するもので、軟骨下骨がOAの

発症と進行に密接に関与することを証明したものと考えられた。本論文の内容は、変形性

関節症の病因・病態の解明に大きく寄与するものであり、明らかに学術の水準を高めたも

のと認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


